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総合日本語コース報告（2018 年 10 月～ 2019 年 8月）
濱田　美和
1　はじめに
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために，2004 年 10 月に開設した日本語プログ
ラムである。富山大学の外国人留学生全体の中で，日本語・日本文化研修留学生の占める割合は低い
ため，本コースの授業科目はいずれも日本語課外補講上級及び中級クラスとの合同授業として開講し
ている。2005 年 9 月に初めて本コースの修了生を送り出し，2018 年 10 月に 15 期目の学生を迎えた。




　「2018 年度富山大学日本語・日本文化研修留学生プログラム」に参加した学生は 4 人で，秋期，春
期ともに総合日本語コースを受講した。学生の出身国・地域はインドネシア，チリ，ベトナム，ベルギー
各 1人で，所属は人文学部と人間発達科学部各 2人だった。
　総合日本語コースの授業科目として，2018 年度は秋期に上級 9 科目と中級 6 科目，春期に上級 9 科
目と中級 7 科目を提供した。総合日本語コースの授業科目は必修科目ではないが，本学の日本語・日
本文化研修留学生プログラムの修了要件の一つとして，学部や教養教育の授業科目及び総合日本語コー
スの授業科目の中から各期 8 科目以上の履修が義務づけられている。2018 年度の日本語・日本文化研
修留学生の総合日本語コースの受講状況は 11 科目が 2 人（1 人は秋期 5，春期 6，もう 1 人は秋期 4，
春期 7），9科目（秋期 5，春期 4）が 1人，8科目（秋期 4，春期 4）が 1人だった。
2.2　協定校からの短期留学生
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために開設した日本語プログラムであるが， 
2006 年 10 月より，本学との学術交流協定に基づく短期留学生も総合日本語コースに参加可能となり，
中級レベル以上の日本語力を有する短期留学生は総合日本語コースを受講している。短期留学生につ
いては，留学期間が 1 年の学生が大半であるが，一部半年の学生がいること，また，留学期間が 1 年
の学生についても秋期，春期のいずれかの期のみを受講する学生もいることから，期ごとに受講状況
を述べる。
　受講者数については，秋期は 17 人で，出身国・地域別の内訳は中国が 9 人，台湾が 3 人，韓国とロ
シアが各 2 人，ベトナムが 1 人，所属別の内訳は人文学部が 8 人，人文科学研究科が 3 人，経済学研
究科が 2人，経済学部，人間発達科学部，工学部，人間発達科学研究科が各 1人だった。春期は 20 人で，
出身国・地域別の内訳は中国が 7 人，台湾が 5 人，韓国が 3 人，ロシアが 3 人，アメリカとベトナム
が各 1人，所属別の内訳は人文学部が 9人，経済学研究科が 4人，経済学部が 3人，人間発達科学部 2人，
人文科学研究科と人間発達科学研究科が各 1人だった。
　履修科目数については，秋期は 7科目が 1人，5科目が 2人，4科目が 2人，3 科目が 4人，2科目が 1人，
1 科目が 7 人，春期は 8 科目が 1 人，7 科目が 6 人，6 科目が 1 人，5 科目が 2 人，4 科目が 4 人，3 科








　秋期は，2018 年 10 月 9 日（火）～ 2019 年 2 月 8 日（金）を授業期間，2月 12 日（火）～ 2月 18 日（月）
を補講期間とした。12 月 25 日（火）～ 1月 4日（金）は冬季休業，1月 18 日（金）は大学入試センター
試験準備日のため，休講とした。また，曜日調整のため，11 月 21 日（水）と 1月 15 日（火）は月曜日，
11 月 22 日（木）は金曜日の授業を行い，2月 4日（月）は休講とした。春期は，2019 年 4 月 11 日（木）
～ 8 月 2 日（金）を授業期間，8 月 5 日（月）～ 8 月 9 日（金）を補講期間とした。曜日調整のため，
5月 9日（木）と 7月 12 日（金）は月曜日の授業を行った。
　学期ごとにコーディネーターの濱田がオリエンテーションを行った。実施日は，秋期は 2018 年 10













表 1　総合日本語コース授業概要（2018 年 10 月～ 2019 年 8月）
授業科目名
(開講曜限 )[ 担当 ]
授業概要




秋期：読解C2b（木 4)[ 田中 ]





秋期：文法C2 （木 2)[ 濱田 ]
春期：文法C1a（木 1)[ 濱田 ]
　　　文法C1b（木 2)[ 濱田 ]
大学での学習，研究に必要な上級の文法・表現を整理し，多くの練習問題を解
きながら習得する。日本語能力試験受験対策も行う。秋期は『日本語能力試験
レベルアップトレーニング 文法 N1』（アルク），春期は文法 C1a で『TRY! 日
本語能力試験 N2 文法から伸ばす日本語 改訂版』（アスク出版），文法 C1b で
『TRY! 日本語能力試験 N1 文法から伸ばす日本語 改訂版』（アスク出版）を主
教材として使用する。
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秋期：作文C2（月 3)[ 田上 ]




秋期：聴解C2（水 3)[ 要門 ]





秋期：会話C2（火 3)[ 高畠 ]




秋期：漢字C2（月 4)[ 濱田 ]
春期：漢字C1（火 2)[ 濱田 ]
日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正し
く読み，書き，使う力を身につける。『INTERMEDIATE KANJI BOOK 漢字
1000PLUS』Vol.2（凡人社）を主教材として使用する。
秋期：表現技術C2（月 2)[ 濱田 ]




秋期：日本文化C2（水 4)[ 中河 ]





秋期：文法・表現B2a（火 1・2)   
     [ 高畠 ]，b（水 1・2)[ 中河 ]
春期：文法・表現B1a（水 1・2)   




秋期：文法・読解B2a（木 1・2)   
     [ 副島 ]，b（金 1・2)[ 中野 ]
春期：文法・読解B1a（火 1・2)   











秋期：作文B2（木 3）［ 濱田 ］








春期：聴解・会話B1（月 3)[ 横堀 ] 中級レベルに必要なオーラル・コミュニケーション能力を伸ばすことを目的と
して，話すことに焦点を置き，ディスカッション，ショート・プレゼンテーショ
ンなど様々なタスクを行う
秋期：漢字B2 （月 3)[ 濱田 ]
春期：漢字B1a（月 4)[ 濱田 ]
日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正し
く読み，書き，使う力を身につける。『INTERMEDIATE KANJI BOOK 漢字
1000PLUS』Vol.1（凡人社）を主教材として使用する。
春期：漢字B1b（火 3)[ 水田 ] 日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正しく
読み，書き，使う力を身につける。『新版 BASIC KANJI BOOK』Vol.2（凡人社）
を主教材として使用する
*1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15
*1 回 90 分（上級レベルの全科目，文法B1，聴解・会話B2・B1，作文 B2・B1，漢字 B2・B1ab）あるいは 180 分（文法・






でも説明している。この基準をもとに授業担当者が，秀（90 点以上），優（80 点～ 89 点），良（70 点





外に，総合日本語コース全体についてはインタビュー調査（実施日：2019 年 1 月 29 日（火）～ 30 日





















をC1a と C1b，N2 と N1 の２つから選ぶのはいいと思う。
・ 日本語能力試験に適当だった。ちょうどよかった。































































































































・ 不便なところは電気料金がとても高いことで，１か月の電気料金が国の 6 か月分だっ
た。いいところは，私は富山以外に東京，大阪，北海道などに行ったが，富山の人は
他のところの人よりとてもやさしかった。ここで留学したのはよかった。























　総合日本語コースは，第 12 期より上級クラスに加えて新たに中級クラスの提供を始め，今回第 15
期はその 4 年目である。総合日本語コースは上級クラスの受講者が多く，第 15 期についても秋期は上
級クラスが 18 人，中級クラスが 4 人（うち 1 人は上級クラスも受講），春期は上級クラスが 17 人，中
級クラスが 12 人（うち 5 人は上級クラスも受講）と，上級クラスのほうが多かったが，春期について
は中級クラスの受講者も多く，これまでで最多であった。短期留学生の多くは 9月末に来日し，1年間
富山で留学生活を送るが，第 15 期は 4 月に来日した留学期間半年の短期留学生で総合日本語コース中
級クラスを受講する学生が例年よりも多かった。今後も 4 月来日の学生が増えるようであれば，春期
の中級クラスの授業内容を検討していかなければならないだろう。中級，上級クラスともに，以前よ
りも学習者の日本語力，ニーズが多様になっており，それらにどう対応していくかが一番の課題である。
今後もコース受講者の日本語力やニーズをアンケート調査やインタビュー調査を通じて詳細に把握し
ながら，よりよいコース提供の在り方を探っていきたい。
